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露
西
亜
の
新
経
済
政
策
ミ
農
業

( 

) 河

田

目司

p
h
H
 

日
H

新
経
済
政
策
か
ら
新
々
経
済
政
策
へ

私
は
曾
t
本
誌
上
に
紹
介
し
た
こ
ご
が
め
っ
た
。
併
し
そ
れ
は
主
干
し
て

蕗
西
亜
の
農
業
航
起
に
つ
い
て
は

共
産
主
義
的
革
命
が
行
は
れ

τ
か
ら
、

一
九
一
一
一
年
に
新
総
憐
政
策
の
糊
て
ら
れ
る
に
至
る
ま
で
の
数
年
間

ω改

今
日
己
な
っ
て
は
一
見
に
某
後
に
於
り
る
耕
怖
の
磁
化
を

革
正
之
に
仲
ふ
朕
般
の
稜
遜
子
伊
】
叙
[
た
の
で
ゐ
一
九
た
。
A
r

知
る
こ
己
の
必
要
な
る
も
の
ゐ
る
が
故
仁
、
汁
却
に
又
一
九
一
一
一
年
よ
り
一
一
五
年
仁
至
る
期
間
に
脊

4
5新
た

な
る
現
象
じ
就
い

τ概
様
を
窺
っ
て
見
た
い
w
Z
思
L
o

材
料
は
主
に
早
。
円
回
・
回
E
R
r
E
的
新
著
仁
出
陣
ふ
り
術
他

に
二
三

ω著
書
を
引
用
す
る
攻
第
で
あ
る
。

一
九
二
一
年
に
於
り
る
新
艇
済
政
策
は

E
o
S
μ
件。ロ。
3
r
由互
μ司
O
E
E
H
Z開
吋
)
革
命
叫
悼
の
経
験
に
錐
み
、

所
詞
戦
時
共
産
主
義
を
恰

τ、
一
枇
曾
主
義
的
建
設
を
漸
進
的
に
行
は
九
ご
す
る
も

ω
で
あ
っ
て
、
農
業
に
閲
し
て

は
、
小
農
主
義
を
頑
強
に
固
持
せ
ん
ご
す
る
露
函
連

ω農
民

ω中
に
マ
戸
ク
ス
主
義
に
蟻
つ

t
考
へ
ら
れ
る
や
う

言面

1桂

ぽ
町
四
弛
山
新
綬
掛
政
策
と
農
業

第
二
十
四
杏

-;r， 

批

四
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な
共
同
的
大
規
模
生
産
組
織
を
抱
り
上
げ
ん
ど

L
て
も
、

己
て
も
質
掘
さ
れ
得
べ
か
ら
よ
る
を
見
て
、

一
先
づ
所

蹴

議

路
固
亜
の
新
艇
済
政
策
と
農
業

第
二
十
四
位
骨

第

披

岡

山町

調
岡
家
的
資
本
主
義
へ
退
却
し
て
、
共
所
か
ら
一
改
め
て
徐
々
に
前
進
せ
ん
柏
崎
め
に
、

レ

1
ニ
ン
及
彼
れ
の
幕
僚
の

英
断
に
依
て
行
は
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
経
済
政
策
は
闘
よ
hp
枇
曾
縮
務
一
般
に
沙
っ
て

の
も
の
で
め
る
が
、
そ
の
行
は
れ
る
に
至
っ
た
り
は
、
主
主
し
て
農
民
の
岡
山
迫
に
よ
h
伶
儀
な
〈
苫
れ
た
る
が
匁

め
な
る
を
忘
れ
て
は
な
ら
両
。

新
経
務
政
策
が
行
は
れ
る
や
う
仁
な
っ
て
か
ら
は
、
農
民
は
従
前
川
り
や
う
に
其

ω生
産
物

ω俄
剃
は
全
部
-
』
れ

を
国
家
に
提
供

L
な
〈
正
も
よ
い
こ
正
に
な

b
、
た
い
共
一
部
分
台
提
供
す
れ
ば
足
れ

h
、
其

ω給
付
の
高
は
耕

作
面
積
、
牧
穫
量
、
家
族
の
人
員
其
他
ゆ
標
準
に
依
1
定
め
ら
れ
る
こ
ど
に
な
っ
た
。
従
て
そ
の
生
産
物
徴
欣
ピ

い
ふ
こ
ど
は
、
一
枇
品
目
主
義
的
な
意
味
に
於
り
る
刷
曾
に
劃
す
る
直
接
給
付
で
は
な
く
な
っ
て
、

一
一
柑
の
貨
物
租
税

た
る
性
質
を
有
す
る
こ
ピ
に
な
ウ
に
の
に
。
農
民
は
自
家
消
費
に
充
て
る
以
上
の
生
産
物
俄
剰
中
か

L
英
一
部
分

は
右

ω
や
う
に
租
税
的
に
岡
家
に
納
入
す
る
り
れ
い
と
も
、
残
俄
の
部
分
は
自
由
に
蕗
分
す
る
を
得
る
こ
ピ
に
な

h-
、
忍
的
な
商
業
も
許
さ
れ
る
仁
至
っ
た
の
で
あ
る
。
郎
も
一
』
れ
が
縛
め
に
所
諸
市
場
な
る
も
の
も
復
活
す
る
に

歪
り
、

一
時
金
然
否
認
せ
ら
れ
た
貨
幣
も
復
た
認
め
ら
れ
て
そ
れ
に
依
る
責
買
が
許
さ
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
ゆ
で

あ
る
。
そ
し
て
此
の
政
策
上
に
於
げ
る
援
化
は
、

告
の
根
本
的
な
意
味
に
於
て
は
共
産
主
義
制
の
拘
棄
己
資
本
主

義
制
へ
の
部
分
的
復
節
子
佐
賀
脅
す
る
も
の
で
め
る
が
、
そ
の
質
際
上
の
影
響
は
貨
に
強
大
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が



斜
め
に
農
業
経
済
は
俄
か
に
活
気
を
星
す
る
仁
至
h
J
、
国
民
食
組
供
給
に
苦
ん

vh飯
佐
数
年
の
困
難
は
一
九
二
ニ

年
の
牧
穫
の
錫
さ
れ
る
頃
に
は
大
館
過
去
っ
て

L
ま
う
一
】
正
に
な
っ
た
。

経
済
政
策
上
の
・
』
の
大
特
換
が
岡
管
化
さ
れ
た
る
大
工
業
方
削
に
及
は
L
た
る
影
響
は
翼
仁
大
な
る
も
の
で
ゐ

っ
た
。
元
来
大
工
業
の
成
績
の
如
何
は
赴
曾
主
義
に
劃
し

τは
最
も
重
要
な
る
問
題
た
ら
古
る
を
符
な
い
V

か
ら
、

今
や
商
業
ピ
貨
幣
綬
隣
正
の
復
活
に
依
h
、
工
業
方
面
に
活
気
の
溢
る
に
至
っ
た
世
帯
貨
は
、
共
産
主
義
者
に
掛
し

て
多
大
の
印
象
を
奥
へ
な
レ
で
は
す
ま
な
か
っ
た
。

pr-
山
印
象
は
二
同
時
に
表
は
れ
た
の
で
め
っ

τ、
一
方
に
は
支

配
的
地
位
に
在
る
共
産
常
時
り
経
臨
胴
上
山
寅
力
を
増
加
せ
し
め
た
己
共
に
、
他
方
に
は
之
が
銭
的
仁
ん
似
た
新
た
に
私

経
済
の
後
迭
を
来
干
し
そ
り
中
か
ら
プ
片
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
が
生
れ

τ来
て
共
産
議
が
そ
の
猫
裁
的
地
位
を
失
ふ
ゃ
う

な
二
正
に
な
b
は
し
な

ν
rら
う
か
ご

ν
ム
恐
れ
が
懐
か
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
共
産
業
政
府
は
ニ

の
新
た
な
る
基
礎
的
上
仁
一
批
曾
主
義
を
建
設
す
る
方
策
を
考
へ
、
先
づ
主

t
L
τ
岡
骨
化
さ
れ
陀
る
大
工
業

ω寅

質
的
後
燥
を
困
る
ニ
ピ
、
し
、
農
業
方
面
に
於
て
は
枇
曾
主
義
正
は
全
然
立
場
を
異
に
す
る
小
農
民
主
義
の
行
は

れ
る
を
暫
(
紋
許
す
る
こ
ご
に
肱
セ
様
め
た
の
で
ゐ
る
。
け
れ
Y
』
も
同
時
に
共
庭
裁
は
大
工
業
の
畿
遣
に
依
h
纏

τは
農
業
の
枇
曾
化
を
も
賞
現
す
る
を
得
ぺ
き
有
カ
な
る
生
産
手
段
の
進
・
り
出
き
る
、
に
至
る
べ
き
を
信
じ
て
居

化
。
特
に
大
い
な
る
段
を
電
化
正
レ
ム
こ
Z
に
措
い

τ居
位
。

併
し
農
村
に
小
農
主
義
の
雑
誌
せ
ら
る
、
ニ
ピ
は
験
一
認
す
る
に
し
て
も
、
其
聞
か
ら
プ
ル
ジ
ヨ
ア
が
生
れ
て
来

露
闘
盟
主
蘭
鯉
諸
政
鏡
と
鹿
業

第
二
十
四
告

第

脱

四
五

論

議

， ~ 



議

接
聞
孤
白
新
組
消
政
策
A
農
業

論

第
二
ト
四
笹

四

第

披

回
大

τ、
其
等
が
普
通
農
民
に
調

L
工
権
勢
を
振
ふ
に
至
る
や
う
な
こ
ご
が
ゐ
つ
て
は
な
ら
両
次
第
で
、
共
れ
は
都
曾

に
於
て
プ
ル

U
ヨ

ア

ジ

1
ω
後
生
を
恐
れ
る
ご
同
総
に
防
止
せ
ら
れ
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
印
も
農
民
を
平
均
す
る

ニ
マ
」
は
最
も
必
要
ピ
せ
ら
れ
た
。

革
命
に
依
て
破
域
さ
れ
た
る
多
(
の
産
業
殊
に
大
工
業
の
復
興
の
翁
め
に
資
本
の
必
要
な
る
こ
ピ
は
、
共
産
主

義
政
府
正
雌
も
こ
れ
を
認
め
な
い
わ
り
に
行
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
第
一
の
必
些
事
は
マ
ケ
ク
ー
の
所
説
資
本
主

義
的
集
積

aogRM司
H
E
Z
n
r
o
E日比
E
]
E
R
Z
〉

r
E
E巳
住
吉
に
倣
っ

τ枇
曾
主
義
的
集
積
且
向
。

2
3
2回
目

]EZ

呂
同
一
色
町
民
目
rm
〉

r
E自
己
畑
氏
。
ロ
を
行
ふ
に
ゐ
b
Z
せ
ら
れ
、
然
か
も
そ
の
資
本
集
積
り
柏
崎
に
必
要
な
る
手
段
は
な

経
済
が
之
セ
供
給
ず
べ
き
も

ωで
、
特
に
農
民
が
之
を
供
給
す
ぺ
き
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
卸
も
農
民
は
図
営
化
せ

ら
れ
た
る
工
業
の
生
産
せ
る
品
物
を
比
較
的
一
一
品
川
恨
に
買
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
叫
や
う
に
除
備
な
〈
せ
ら
れ
る
と
同

時
仁
、
農
民
自
身

ω生
産
せ
る
も
の
は
、
凶
家
に
従
川
出
せ
る
機
闘

ω手
に
貢
る
外
な
〈
、

毛
、
ノ
宮
司
こ
皆
つ

E
4

ハν-eEJ嗣
E
Y
J
t
凶
苦
闘
匂

煩
格
は
賞
該
機
闘
が
一
方
的
に
之
を
定
め
得
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
そ
し
1
北
(
賀
行
の
縛
仁
は
外
凶
貿
易
の
岡
家

濁
占
が
必
要
跳
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ピ
な
h
、
之
に
依

τ
一
方
に
は
園
内
産
正
業
ロ
仰
の
傾
格
を
維
持
す
る
己
同
時

に
、
農
産
物
に
封
し

τ外
岡
市
場
の
債
格
が
影
響
を
及
ば
す
こ
ざ
を
防
「
働
が
潟
さ
れ
、
共
働
に
依

τ内
地
産
一
上

業
品
の
阿
間
格
は
高
く
農
産
物
の
債
格
は
安
〈
せ
ら
れ
る
工
夫
が
凝
き
れ
た
の
で
ゐ
る
の

新
経
済
政
策
が
斯
〈
の
如
〈
に
し

τな
経
隣
の
後
述
を
助
〈
る
に
至
っ
た
-
』
己
仁
川
謝
し
て
は
、
共
産
鶏
内
部
に

a 



ト

於

τ大
い
な
る
反
謝
意
見
を
抱
〈
も
の
ゐ
b
、
期
〈
て
は
絡
に
枇
曾
主
義
は
根
抵
か
ら
溢
さ
れ
、
叉
新
た
な
る
私

的
な
資
本
集
積
が
初
ま
っ
て
、
資
本
主
義
の
復
活
ピ
な
り
、
革
命

ω事
業
は
無
意
義
に
終
る
外
は
な
い
か
ら
、
今

ω中
に
断
然
こ
れ
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
泊
ご
す
る
主
張
が
須
古
れ
る
に
至
っ
た
υ

帥
も
一
九
二
二
年
的
絡
期

に
は
蹴
に
共
兆
候
を
日
比
る
こ
ピ
が
出
来
比
が
、

其
醐
完
年

ω森
に
至
っ
て
は

ト
ロ
ッ
キ
ー
其
他
に
依
て
必
然
反
謝

の
絡
が
穆
げ
ら
れ
た
o

共
年
の
末
に
は
共
産
議
内
『
怖
に
於

τデ
毛
ク
一
フ
チ
ッ
ク
な
傾
向
を
主
張
す
る
も
の
E
オ

7

ガ
ー
キ
ー
を
支
持
す
る
者
正
の
聞
に
激
烈
な
競
守
が
品
持
さ
れ
る
や
う
に
な
旬
、
筏
者
が
勝
利
を
占
め
は
し
た
が
、

前
者
の
主
張
を
容
れ
な
V
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

誌
に
叉
共
産
主
義
的
反
動
附
代
は
生
れ
る
こ
己
、
な
h
、

一
九
二
四
年

ω初
に
至
っ
て
は
新
総
済
政
策
仁
依
る
稲
々
の
施
設
は
再
び
腹
止
せ
ら
れ
る
蓮
命
仁
曾
L
た。

こ
の
反
動
政
策
は
そ
の
勢
力
を
農
業
政
策
の
方
耐
仁
も
及
ぼ
し
た
る
は
言
を
侠
た
な
い
所
で
、
農
村
に
於
て
は

叉
極
的

τ貸
し
き
者
ご
や
、
富
裕
な
る
者
ご
の
聞
を
階
紋
的
に
分
離
す
る
努
力
が
箱
さ
れ
、
調
ム
迄
も
な
〈
後
者

は
抑
版
せ
ら
れ
た
。
山
民
民
に
し
て
ぬ
一
匹
多
く
求
め
少
し
(
土
地
を
底
く
耕
作
し
て
も
底
も
に
搾
取
者

z
z
r
z

呼
ば
れ

τ迫
害
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
小
作
の
制
限
ピ
雇
傭
労
働
使
用
の
制
限
さ
は
再
び
厳
重
に
せ
ら
れ

る
こ
正
に
な
っ
た
。

然
る
に
こ
の
反
動
は
一
九
二
四
年
の
秋
に
β

早
〈
も
行
詰
b
t
な
り
、
北
(
行
詩
b
は
共
産
主
義
=
質
成
に
於
け

る
貨
他
市
経
済
の
進
歩
ご
の
衝
突
に
依

τ資
さ
れ
た
吉
見
ら
れ
て
居
る
。
貨
幣
碩
値
を
部
分
的
に
安
定
せ
ん
正
す
る

品面

議

露
両
国
白
新
組
済
政
策
&
農
業

第
二
十
四
巻

宜

第

披

四
七

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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第
二
十
田
谷

叢

蕗
酉
誕
由
新
経
済
政
策
と
農
業

六

飾

部

四
J、

諭

試
は
阪
に
早
〈
一
九
二
ニ
年
の
終
期
に
表
は
れ
て
来
た
の

rが、
一
九
二
四
年
の
藩
じ
至
つ

τは
愈
々
貨
幣
制
度

は
安
定
せ
ら
れ
、
裳
事
露
西
亜
の
枇
曾
的
な
る
叉
艦
糖
的
な
る
新
た
な
る
後
展
の
斜
め
に
甚
大
な
る
影
響
を
及
ぼ

きい
γ

る
を
得
守
、
共
産
主
義
的
反
動
は
之
に
ぶ
つ
突
か
ワ

τは
行
詰
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
ゐ

品
。
貨
融
市
債
値
の
安
定
は
交
易
経
済
を
蹴
張
L
、
農
民
の
多
数
は
従
来
暫
〈
交
易
経
済
場
裡
か

ι駆
逐
き
れ
て
居

た
の
だ
が
、
今
や
再
び
之
に
復
蹄
す
る
に
歪
っ
た
。
そ
し

τ政
府
は
財
政
上
及
び
経
済
政
策
上
の
必
要
か
ら
却
つ

て
進
ん
で
私
的
な
商
業
を
促
進
せ
ざ
る
を
得
5
る
に
至
h
、
之
に
依

τ
の
み
国
家
的
産
業
を
某
不
振
の
朕
態
よ
b

救
ひ
得
ぺ
し
吉
信
悲
ぎ
ら
ん
ど
す
る
も
強
は

F
る
に
至
っ
た
。

新
〈
て
一
九
二
五
年
の
藩
に
及
ん
で
は
、
勢
農
露
西
亜
の
政
策
は
又
一
愛
す
る
気
濯
を
迦
へ
、
共
産
識
第
十
五

同
協
議
曾
正
Y
グ
イ
且
ト
露
両
亜
枇
曾
主
義
聯
邦

(
d
m
M同
)
の
第
三
回
y
グ
イ
且
ト
大
曾
ご
で
新
傾
向
は
確
定
せ

ら
れ
た
。

二
れ
を
新
々
経
済
政
策

2
8
2
G
E
呼
ぶ
の
で
ゐ
っ
て
、
私
経
済
抑
師
障
の
柏
崎
め
に
向
り
ら
れ
た
る
共

産
主
義
的
反
動
政
策
は
再
び
排
除
せ
ら
れ
、
私
的
商
業
古
手
4
業
ピ
家
内
工
業
ご
の
後
逮
に
謝
し
て
は
温
和
な
る

俊
件
が
認
め
ら
れ
、
富
裕
な
る
農
民
階
級
に
劃
す
る
岡
田
治
は
止
め
ら
れ
、
真
に
叉
農
村
に
在
つ
て
は
小
作
正
一
雄
傭

勢
働
正
に
依
て
農
民
経
済
を
や
、
資
本
主
義
的
仁
諮
り
上
り
る
こ

Z
も
許
さ
れ
る
仁
至
っ
た
。
そ

L
て
ユ
タ

1
9

ン
や
プ

A
l
y
ン
の
如
き
共
産
主
義
の
指
導
者
等
は
、
農
村
仁
於

τは
階
級
戦
与
の
原
理
は
適
用
せ
ら
る
、
ニ
芭

な
か
る
べ
し
ご
一
公
約
す
る
ま
で
に
立
至
っ
た
の
で
あ
る
o
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現

新

農

業

立

法

革
命
政
府
に
依
て
新
経
憐
政
策
が
樹
て
ら
れ
る
ご
共
に
、
経
済
の
凡
有
る
方
面
に
於
て
新
商
目
が
表
は
れ
る
や

う
に
な
っ
た
こ
正
は
右
越
の
通
'
り
だ
が
、
農
業
経
済
の
方
面
に
於
て
も
、
新
た
な
る
事
情
の
展
開
は
、
先
ヴ
新
た
ゆ

な
る
農
業
立
法
を
必
要
ご
す
る
に
至
っ
た
。
印
も
一
九
一
二
年
の
経
務
政
策
上
り
大
時
換
は
、
従
来
の
私
経
済
否

一一一一一

部

ω強
度
を
革
め
て
、
私
人
経
務
上
の
自
由
を
或
程
度
ま
で
蕗
む
る
に
至
っ
た

ωに
か
ら
、
農
業
方
面
に
在
っ
て

も
、
『
勤
勉
な
る
農
民
の
経
済
上
の
創
意
を
復
活
」
せ
し
む
る
ニ
ピ
が
切
に
必
要

r
Eせ
ら
れ
、

そ
れ
が
柏
崎
め
に
は

農
民
の
土
地
利
用
的
改
善
ご
安
定
子
宮
計
ら
ね
ば
な
ら
ね
正
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
事
情
仁
通
路
し
て
表
は

れ
た
の
が
一
九
二
二
年
五
月
二
十
二
日
の
土
地
利
用
に
闘
す
る
法
律
で
ゐ
る
が
、
次
で
同
年
十
月
三
十
日
に
は
y

グ
イ
エ
ト
露
西
亜
枇
曾
主
義
聯
邦
の
農
業
法
典
が
編
成
せ
ら
れ
、
後
者
は
賞
に
最
も
重
要
な
る
立
法
事
業
正
せ
ら

れ
た
。

こ
の
新
法
典
は
形
式
上
か
ら
見
れ
ば
土
地
固
有
の
原
則
を
基
礎
ご
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

y
グ
イ
再
ト
露

商
亜
枇
曾
主
義
聯
邦
の
領
域
内
に
在
る
土
地
、
土
地
の
包
戒
物
、
水
流
及
森
林
の
悲
的
所
有
権
は
氷
久
に
底
止
せ

ら
れ
た
る
旨
が
其
第
一
僚
に
規
定
せ
ら
れ

t
あ
る
。
叉
第
二
僚
に
は
、

y
グ
イ
エ
ト
露
西
盟
批
曾
主
義
聯
邦
の
領

域
内
に
あ
る
凡
有
る
土
地
は
何
人
の
所
属
な
る
を
聞
は
中
綿
べ

τ易
障
属
国
家
の
所
有
で
ゐ
る
首
が
定
め
ら
れ
た
。

叉
第
三
僚
は
凡
有
る
農
地
及
び
農
業
生
産
の
震
に
用
ゐ
ら
れ
得
ぺ
き
凡
有
γ

る
土
地
は
軍
一
な
る
闘
家
的
土
地
基
本

論

議

露
四
車
田
新
制
済
政
策
と
農
業

三
=
一
士

第

焼

隼
二
十
四
巻

四
プL
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長満

露
間
誕

ω-輸
相
碑
怖
政
策
と
農
業

弟
二
十
四
巷

三
三

λ

五
0 

f宇

都

議

を
構
成
す
る
も

ω
に
て
、

そ
は
農
業
に
闘
す
る
人
民
委
員
曾
及
そ
の
地
方
的
機
闘
に
依
て
管
理
せ
ら
る
べ
き
も
の

ご
す
Z
定
め
た
。

然
L
ニ
の
規
定
は
た

v
草
に
土
地
の
所
有
闘
係
上
に
於
け
る
枇
曾
化

ω
原
則
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ

て
、
土
地
質
際
の
使
用
仁
開

L
て
は
、
法
律
は
第
十
一
僚
に
於

τ、
自
己
の
抽
労
働
に
依
て
之
を
使
用
す
る
者
の
利

期
に
委
せ
ら
れ
た
る
土
地
の
上
の
権
利
は
暫
く
の
附
何
等
の
制
限
を
受
り
な
い
旨
を
規
定
し
て
居
る
か
ら
、
土
地

使
用
推
は
完
全
な
る
私
桃
ご
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
卸
も
自
作
農
地
の
如
き
は
、

そ
の
所

省
こ
そ
閥
・
米
に
属
す
れ
、
之
が
自
作
的
利
用
に
つ
い

τは
自
作
者
が
完
全
な
る
権
利
を
享
受
す
る
を
得
る
も
の
で

あ
る
。賞

時
停
西
並
に
在
つ
て
は
、
土
地
所
布
の
分
配
に
闘
す
る
問
題
が
重
要
な
問
題
で
あ
う
た
o

農
民
の
見
る
所
で

は
一
九
一
八
年
に
行
は
れ
た
る
分
配
は
暫
行
的

ωも
の
で
、

そ
の
終
局
的
な
分
配
の
斜
め
に
は
何
等
か
岡
家
的
な

土
地
盤
迎
の
行
は
れ
る
も
の
ご
思
は
れ
、

そ
の
整
理
の
行
は
れ
る
迄
は
農
民
が
併
す
る
地
上
の
檎
利
は
取
消
さ
れ

得
る
も
の
己
考
へ
て
居
た
の
で
ゐ
る
o
然
る
に
新
農
業
法
典

u
一
幕
仁
し
て
此

ω問
題
に
解
決
を
典
へ
た
。
郎
ち

自
己
の
勢
力
に
依
り
土
地
を
利
用
す
る
こ
己
に
闘
す
る
一
九
一
一
二
年
五
月
二
十
二
日
の
法
枠
の
込
ぬ
苫
れ
た
る
日

以
後
は
、
嘗
時
事
質
上
に
於
て
直
〈
巳
自
民
村
落
及
仙
の
農
業
凶
慨
に
よ
む
使
用
さ
れ
て
居
た
部
分
の
土
地
は
、

永
続
的
に
此
等
の
凶
憾
が
自
己
の
カ
に
依
b
使
加
す
る
土
地
ピ
見
ら
れ
る
も
の
芭
定
め
た
。
(
第
百
四
十
一
保
)
そ

" 



Lτ
其
時
期
以
後
は
匝
〈
O
H
O
M
民
及
村
落
聞
に
於
け
る
土
地
分
配
の
整
理
を
行
ム
ニ
ご
な
か
る
べ
し
ご
錯
し
た
。

(
第
百
四
十
二
燦
)
ニ
の
規
定
は
露
西
亜
に
於
け
る
永
年

ω問
題
に
一
路
絡
局
的
な
解
答
を
典
へ
た
わ
け
で
あ
っ

て
、
分
配
が
現
に
阪
じ
趨
首
仁
一
行
は
れ
た
か
否
か
仁
拘
ら
宇
、
兎
一
h
角
現
在
の
H
T
配
献
態
を
以
て
終
局
的
の
も
の

吉
見
.
岡
家
は
此
上
そ
の
分
配
の
整
理
を
行
ふ
こ
ご
保
か
る
べ
し
正
し
た
の
だ
炉
ら
、
悲
に
甫
め

τ農
民
は
現
版

を
以
て
安
定
せ
る

b
の
ご
見
る
こ
ご
が
出
来
、
共
占
有
可
る
土
地
に
封
し
て
投
資
も
改
良
も
行
ふ
ん
試
に
な
れ
る
次

第
で
、
従
来
品
川
配
を
糊
円
行
的
の
も
の
ご
見
て
、
土
地
解
答
上
に
合
理
的
な
方
訟
を
採
ら
な
か
っ
た
儲
肢
を
議
す
る

を
得
る
こ
ピ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
惟
ふ
に
此
の
立
訟
は
蛍
時
農
産
物
の
生
産
檎
加
を
行
は

L
む
る
必
要
の
切
な

る
も
の
ゐ
・
9
、
新
経
済
政
策
は
叉
悲
経
済
原
則
を
部
む
る
に
至
っ
た
弐
第
ど
か
ら
、
此
上
彼
此
分
配
的
公
平
不
会

平
を
正
す
よ
'
り
も
早
〈
農
民
の
土
地
に
謝
す
る
松
利
を
安
定
[
て
、
彼
等
を
し
て
安
榊
し
t
土
地
利
川
を
十
分
仁

す
る
道
を
識
や

L
む
る
を
可
ピ
す
る
所
ゐ
る
に
依
て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

正
に
か

f
斯
〈
の
如
〈
に
し
て
露
西
亜
の
土
地
は
名
義
上
手
、
の
所
有
は
図
司
気
に
属
す
る
げ
れ

y-も
E
M
H
際

ω使
用

機
は
農
民
各
自
に
一
嵐
L
、

一
九
二
二
年
五
月
二
十
二
日
現
在
に
於
て
村
々
に
厨

L
た
る
土
地
が
其
村
に
所
属
す
る

土
地
で
ゐ
る
ご
せ
ら
れ
、
農
民
は
賞
際
上
自
作
地
芭
し
て
所
有
地
に
近
h
l

榔
利
あ
る
土
地
の
分
配
に
興
か
b
其
縫

諭

議

蕗
闘
亜
の
新
純
時
間
政
策
と
農
業

第
=
十
田
谷

:IL 

第

観

「一一一一

E 

利
が
確
定
せ
ら
れ
た
わ
け
で
め
る
。
併
し
そ
の
所
有
が
岡
家
に
属
す
る
が
怨
め
に
、

農
民
的
土
地
仁
闘
す
る
楳
利

は
土
地
の
蕗
分
に
閥

L
τ
は
大
い
仁
制
限
せ
ら
れ
て
居
る
一
、

z
rり
は
兎
れ
な
い
。
却
も
之
を
寅
賀
し
た
り
、
相



三
回

O

第

蹴

第
二
十
四
巻

亙

論

識

露
両
亜
目
新
紐
済
政
策
と
農
業

按
じ
た
り
、
贈
興
し
た

h
、
憶
保
に
入
れ
た
'
り
す
る
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
(
第
二
十
七
僚
)

蕗
分
機
上
に
於
げ
る
ζ

の
制
限
は
あ
る
が
、
併
し
土
地
利
用
に
閲
し
て
は
会
〈
農
民
の
自
由
に
委
か
さ
れ
た
。

却
も
そ
の
作
物
や
耕
郁
方
法
等
も
農
民
の
港
よ
所
に
従
て
自
由
に
行
は
し
め
る
も
の
己
せ
ち
れ
た

L
、
又
土
地
を

匝
や
村
落
の
共
有
的
な
も
の
に
し
て
置
い
て
地
倒
的
に
分
配
を
交
倭
し
て
使
用
せ
う
ご
も
、
叉
斯
か
る
習
慣
の
な

い
所
で
は
各
農
家
が
永
代
借
地
的
(
貨
は
殆
ん
ど
永
久
所
有
地

Z
L
τ
)
に
使
用
せ
う
ピ
も
、
そ
ん
な
こ
ピ
に
は

一
切
岡
家
は
干
渉
し
な
い
こ
ご
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
革
命
政
府
は
農
業
に
於
り
る
大
規
模
経
畿
の

優
越
を
信
じ
又
北
同
作
業
を
推
奨
し
て
居
た
か
ら
、
在
来
農
地
共
有

ω習
慣
の
ゐ
る
所
で
は
成
る
ぺ
〈
之
を
保
存

L
、
各
倒
人
が
草
加
醐
に
農
業
を
行
ふ
縛
め
に
共
同
剛
健
を
脱
退
す
る
を
阻
止
す
る
方
針
を
取
っ

τ居
た
の

rが、

今
や
そ
の
事
を
も
断
念
し
・
す
ぺ
て
農
民
の
白
向
に
ま
か
せ
大
健
は
自
然
の
成
行
に
放
任
す
る
こ
正
に

L
た。

失
に
又
新
立
誌
の
特
色
正
見
る
べ
き
は
土
地
の
小
作
ご
雇
傭
券
働
の
使
用
子
信
許
す
に
至
っ
た
こ
ご
で
ゐ
る
。

従
来
革
命
露
西
亜
に
於

τは
地
主
正
い
ム
遊
濡
に
し
て
搾
取
者
た
る
階
級
を
絶
品
割
に
否
認
す
る
所
か
ら
、
小
作
制

度
を
認
め
な
い
吉
岡
崎
に
、
勢
働
に
閲
し
て
は
一
初
恋
的
な
東
備
制
度
を
否
認
し
農
業
に
於
て
も
他
人
を
雇
傭
L

て
労
働
を
潟
苦
し
め
る
ニ
イ
」
を
許
さ
な
か
っ
た
の

rが
、
新
経
済
政
策
の
下
仁
方
針
の
大
越
化

ω行
は
れ
る
さ
共

に
新
農
業
法
は
小
作
三
雇
傭
労
働
正
を
絡
調
的
に
は
否
認
し
な
い
こ
ご
に
な
っ
た
。
回
よ
ち
此
等
は
一
定
の
制
限

の
下
に
許
き
h
H

る
の
で
あ
っ
て
、
小
作
に
つ
い
て
は
、
自
作
ぞ
行
は
ん
に
島
共
時
の
賞
扶
に
於
て
之
を
行
ム
に
足



る

rり
の
自
家
労
働
カ
の
備
は
っ
て
居
な
い
場
合
に
限

b
許
苫
れ
、
其
期
聞
は
二
一
耕
作
期
闘
を
越
ゆ
一
ー
か
ら

F
る

も
の
ご
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
小
作
は
之
を
引
受
〈
る
者
に
於
て
自
家
勢
働
を
以
て
そ
の
耕
作
艦
替
を
潟
し
得

る
範
闇
内
的
一
面
積
に
限
h
J
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
雇
傭
第
働
に
闘
L
T
は
他
人
を
雇
入
る
、
も
之
が
須
崎
農
家
の

慨
済
が
そ
の
融
労
働
型
態
eT
畿
中
る
こ
ご
な
き
場
合
詳
言
す
れ
ば
雇
ぴ
入
れ
た
る
一
家
の
人
々
は
雇
は
れ
た
る
勢
働
a

者
ご
肩
を
並
べ
て
共
に
捗
働
す
る
場
合
に
限
&
リ
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

つ
ま
b
小
作
は
伶
儀
な
き
場
合
に
限
り
叉

自
作
農
業
主
義
の
根
本
原
則
を
素
苫
ヤ
る
限
り
に
於

τ許
色
れ
、
雇
鋼
労
働
は
車
純
に
雇
主

Z
L
て
勢
働
を
掛
川
な

い
で
他
人
の
券
働
を
捧
取
す
る
こ
正
に
依
て
活
き
て
行
〈
人
々
の
後
生
し
な
い
限
り
に
於
て
許
さ
れ
る
-
』
古
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
が
併
L
Z
に
か
く
こ
の
雨
者
の
許
苫
れ
る
に
歪
っ
た
こ
Z
H
品
、
共
産
主
義
治
下
に
表
は
れ
た
る

事
質
ご
し
て
は
最
も
注
意
す
〈
き
所
た
ら
ぎ
る
を
得
す
、
新
経
済
政
策
が
共
産
主
義
か
ら
資
本
主
義
へ
の
退
歩
己

謂
は
れ
る
理
由
の
一

Z
L
て
数
へ
ら
る
、
を
遊
げ
雛
き
も
の
で
あ
る
。

斯
か
る
批
評
を
被
る
べ
き
こ
ご
は
蜂
悟
し
乍
ら
も
・
勢
農
政
府
は
事
情
の
必
要
上
止
む
を
得
十
土
地
使
用
上
に

於
り
る
私
的
経
済
の
・
原
則
を
承
認
せ

F
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
一
1
新
た
な
る
立
法
に
依
工
そ
の
弘
植
の
確
定
を

錦
古
川
γ

る
を
得
な
か
っ
た
。
蓋
し
新
〈
錯
す
こ
正
に
依
て
農
地
の
利
用
を
一
定
の
秩
序
の
下
に
置
き
、
そ
の
効
果

を
十
分
に
畿
揮
せ
し
む
る
こ
ご
が
、
露
西
並
の
経
済
一
般
を
救
済
L
引
い
て
は
そ
の
新
た
な
る
遜
歩
を
錦
古
し
む

る
錫
め
に
必
要
だ
っ
た
の
で
め
る
Q

郎
ち
必
要
の
前
に
理
論
的
な
立
場
を
一
歩
譲
っ
た
わ
け
で
ゐ
っ
て
、
ぞ
れ
は

論

議

蕗
西
亜
由
新
経
済
政
策
と
農
業

第
二
十
四
巻

四

事

都

五



前

君主

路
四
亜
の
新
経
商
政
策
と
農
業

第
二
十
四
谷

四

第

電車

五
回

又
見
様
に
依
つ
て
は
農
民
の
信
念
Z
主
張
正
要
求
正
の
前
に
共
産
主
義
の
譲
歩
の
行
は
れ
た
も
の
円
も
謂
へ
る
。

農
民
は
元
来
土
地
が
欲

L
か
っ
た
の
で
め
る
。

ゃ
、
一
中
均
せ
る
蚊
腿
の
下
に
自
家
経
携
が
建
設
し
た
か
っ
た
の
で

あ
る
。
彼
等
が
共
産
主
義
的
革
命
を
支
持
し
た
る
は
、
土
地
の
分
配
に
奥
か
ら
ん
が
錦
め
で
、
土
地
を
待
た
る
以

上
は
、
そ
の
土
地
の
上
に
私
経
済
を
建
設
し
自
作
農
的
個
人
主
義
化
し
て
来
た
の
は
、

そ
の
本
来
の
要
求
的
表
は
札

れ
た
衣
第
で
、
此
の
索
士
山
は
新
経
済
政
策
へ
の
特
換
に
依
て
初
め
て
満
足
を
見
出

L
‘
抜
に
生
産
の
増
勉
に
向
う

て
の
努
力
も
表
U
れ
る
こ
ど
に
な
っ
た
o

新
農
業
立
訟
は
こ
の
農
民

ω来
志
に
悠
ロ
ム
ペ
〈
行
は
れ
た
品
も
の
ピ
見

ら
れ
る
も
亦
避
け
難
い
所
で
、
大
髄
枇
曾
主
義
的
な
根
本
見
地
を
支
持
し
っ
、
時
の
必
要
I

鑑
み
て
私
磁
ピ
私
人

的
創
意
ど
を
認
め
、
引
私
的
経
済
の
働
き
待
べ
き
白
出
の
範
囲
を
劃
し
た
も
の
で
ゐ
っ
た
o

然
る
に
此
り
一
九
二
二
年
り
立
法
の
行
は
れ
た
る
後
露
西
班
に
は
一
時
叉
共
産
主
義
的
な
反
勤
時
代
が
表
は
れ

た
の
で
ゐ
っ
た
が
、
北
(
山
り
反
動
の
波
の
卒
ら
「
ご
同
時
に
再
び
叉
農
業
生
産
の
増
加
を
促
す
に
足
る
べ
き
立
訟
の

行
は
る
、
を
必
要
ピ
す
る
に
至
っ
た
。
刻
地
而
積

ω増
加
を
促
す
斜
め
に
は
土
地
を
小
作
に
附
す
る
こ
E
を
許
す

範
囲
が
真
に
大

ν
に
蹟
げ
ら
れ
る
必
要
か
あ
っ
た
。
又
農
則
資
本
を
有
せ
や
自
己
凋
立
の
農
事
終
替
を
満
し
能
は

F
る
農
民
的
錦
め
仁
は
↑
恥
地
備
勢
働
仁
有
μ
引
き
相
官
べ
き
機
曾

ω互
に
多
〈
せ
ら
れ
る
必
要
が
め
っ
た
。

こ
の
必
要
は

一
九
二
五
年
五
月
に
位
さ
れ
た
る

y
グ

イ

子
h
a

第
三
回
大
曾
議
の
認
む
る
一
助
ご
な

h
、
小
作
は
十
二
年
の
期
間
迄

延
長
す
る
を
許
さ
ね
ば
な
ら
心
ご
せ
ら
れ
た
。
雇
傭
労
働
を
察
H
却
に
す
る
こ
ピ
に
閥
L
て
は
一
九
二
五
年
四
月
二



グ

立
ソ

業
『
農
着
白
氏
ヤ
博
シ

飽
べ
て
此
等
の
現
象
は
所
詞
戦
時
喧
#

疑円

ουな
い
。
量
に
主
主
耐
厳
苧
警
眠?T芯々色手Ad戸』ケ、れ札たる苧雲孟皆盤一葺現
ω理
想
は
大
い
に
緩
和
3
れ
、
経
樫
叫
済
併
閥
係
上
に
於
於
一
け
り
る
資
-
本
本
.
土
主
十
宇
主
+
去
主
嘉
輯
的
肘
問川
ー
頁

Q
U
，
丸

n
u
-

一
日↑
凶

七

曲
一
山
削
B
配
酬

は

持
て

K
L
法

闘

民
に
の
法
ヤ
立
シ
業

胃

照

良

ト

参

上

r
J

以

ィ

法

十
二
日
仁
暫
行
的
な
法
令
が
布
か
れ
、
帥
労
働
者
は
入
時
間
以
上
叫
労
働
す
る
義
務
を
負
ム
契
約
を
も
結
ょ
を
得
る
も

の
ご
せ
ら
れ
た
が
、

右
の

y
グ
イ
エ
ト
大
曾
議
の
決
議
で
は
小
作
の
錦
め
仁
借
用
し
た
土
地
の
耕
作
に
つ
い

γτ
も

雇
傭
労
働
を
周
ゐ
得
る
も
の
ご
せ
ら
れ
た
。

不
平
等
を
再
現
す
る
小
作
契
約
や
雇
傭
契
約
も
段
々
自
肉
に
行
は
れ
得
る
も
の
ご
せ
ら
れ
グ
る
を
得
F
る
に
去
っ

た
二
正
は
、
共
産
主
義
者
の
理
論
上
の
立
場
を
段
々
苦
し
〈
す
る
も
の
で
ゐ
っ
た
が
、
露
西
亜
の
同
氏
経
済
を
建

設
す
る
質
行
上
の
使
命
を
果
す
が
縛
め
に
は
、
止

U
を
得
5
る
一
助
ご
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
建
築
は
材
料

仁
依
る
、
個
人
主
義
的
な
素
質
の
材
料
を
以
て
完
全
な
共
産
主
義
を
建
設
せ
ん
ご
し

τも
容
易
に
棟
は
上
が
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

土
地
整
理
土
地
改
良
及
び
農
家
経
皆
規
模

立
法
に
次
い
で
重
要
な
る
事
業
は
、
農
地
の
貨
際
的
な
利
用
の
道
を
合
理
的
な
ら
L
h
U
る
こ
ご
に
存
す
る
。
露

西
亜
に
在
つ
て
は
革
命
後
民
大
な
而
積
に
沙
っ
て
由
民
地
の
分
配
が
行
は
れ
、
自
作
的
小
農
地
が
多
数
に
出
来
上
つ

た
も
の
.
に
か
ら
、
土
地

ω小
分
ご
い
ふ
一
串
賓
が
表
は
れ
、

さ
な
き
H
H
に
多
少
そ
の
傾
向
の
ゐ
っ
た
も
の
が
、
一
見
ド

論

議

鶴
岡
亜
の
新
組
掛
政
策
と
農
業

第
二
十
四
巻

I'!l 

第

凱

E 
E 
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論

識

露
四
躍
の
新
組
持
政
拍
車
と
農
薬

第
二
十
回
答

三
岡
田

第

掛

五
六

少
か
ら
十
促
進
吾
る
、
に
至
つ
記
。
従

τ耕
地
の
整
理
を
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
は
著
明
で
ゐ
つ
一
1
、
農
民
は
草

命
前
か
ら
之
を
欲
し

τ居
た
の
だ
か
ら
、
今
や
熱
心
に
整
理
の
事
業
に
着
手
す
る
に
至
っ
た
が
、
革
命
前
に
は
一

経
畿
に
属
す
る
農
地
が
方
々
に
分
散
し
て
居
る
不
便
を
除
か
ん
た
め
に
之
を
整
理
す
る
費
用
は
大
部
分
政
府
か
ら

支
出
し
て
底
た
の
に
、
今
や
土
地
整
理
の
費
用
は
農
民
自
ら
之
を
負
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ニ
ピ
に
な
っ
た
。
そ

し
て
英
一
帯
の
柏
崎
め
に
提
用
を
要
す
る
結
旧
市
正
し

τ耕
地
の
賞
際
経
笹
の
方
面
仁
は
ご
か
ぐ
十
分
に
資
本
が
廻
ら
な

〈
な
h
、
そ
の
経
傍
の
合
理
化
の
事
業
を
遅
ら
す
こ
E
、
な
ら

5
る
を
得
な
か
っ
た
。

一
九
二
四
年
の
終
り
ま
で
の
間
に
村
落
聞
に
於
り
る
士
地
分
配
の
蹴
態
に
つ

νて
そ
の
整
理
の
行
は
れ
た
る
面

積
は
四
千
七
百
苗
向
U

O

A
品
白
血
ロ
で
あ
っ
て
会
露
西
原
囲
内
の
農
地
総
面
積
の
ニ
制
三
分
五
厘
に
嘗
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
村
落
内
に
於

τ各
農
家
聞
の
土
地
分
配
の
整
理
さ
れ
た
る
も
の
は
千
三
百
高
ロ
E
Y
E
で
全
農
地
の

六
分
五
厘
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
事
業
は
革
命
前
に
比
す
れ
ば
か
な
b
迅
濯
に
行
は
れ
た
の
だ
が
、

術
ほ
嘗
時
質
際
の
事
情
が
之
を
必
要
ご
す
る
耗
皮
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
是
こ
で
一
九
二
四
年
に
は
政
府
は
耕
地

整
理
の
柏
崎
め
に
農
民
ド
三
百
高
留
の
資
金
を
貸
山
到
し

τ事
業
の
促
進
を
計
る
こ
正
仁
し
党
。
然
る
に
も
拘
ら
守
備

ほ
露
西
単
に
於
け
る
耕
地
の
配
合
内
放
磁
は
不
能
済
的
な
の
が
多
〈
て
、
合
理
的
な
る
耕
作
艇
傍
を
妨
げ
て
居
る

の
が
少
〈
な
い
。
た

v
そ
の
整
理
の
事
業
の
行
は
る
、
に
よ
h
合
理
的
経
替
は
そ
の
前
提
保
件
を
整
へ
ら
れ
る
次

第
な
札
ば
、
事
業
の
進
捗
に
つ
れ
て
経
畿
の
合
理
化
は
行
は
れ
得
べ
き
所
正
な
ら
ざ
る
を
待
な
い
。



究
に
土
地
利
用
の
獄
艇
を
改
善
せ
ん
匁
め
に
は
土
地
改
良
の
事
業
を
行
ム
・
』
芭
が
現
今
の
露
西
斑
に
於
て
は
甚

だ
重
要
の
'
』
正
た
ら
e

さ
る
を
得
な
い
V

の
げ
い
が
、

そ
の
事
業

ω遂
行

ρ
色
々
の
事
情
の
鋳
め
に
妨
げ

ιれ、
ご
か
〈

捗
々
し
〈
行
は
れ
な
三
郎
も
土
地
改
良
の
錦
に
朋
ゐ
ら
る
べ
き
資
本
が
一
般
的
に
欠
乏
し
て
居
る
の
で
あ
っ
一

τ、
政
府
は
そ
の
有
す
る
資
金
は
そ
ん
な
方
商
よ
り
も
先
づ
工
業
生
産
の
方
面
仁
周
ぬ
ん
己
し
て
居
る
の
に
、

般
農
民
は
元
来
資
本
乏
し
〈
又
資
本
に
多
少
の
除
絡
み
す
ご
も
、
土
地
が
固
有
な
る
た
め
、
土
地
そ

ωも
の
に
永

久
的
に
投
下
せ
ら
る
吋
主
改
良
撲
を
私
財
の
中
か
ら
調
進
せ
ん
古
は
放
し
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
泡
々
農
民
の
地

上
に
於
げ
る
楢
利
が
磁
定
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
正
、
土
地
改
良
の
必
要
が
痛
切
に
戚
喰
ら
れ
る
結
果
ど
し
て
、

ぽ
つ
々
々
正
事
業
の
行
は
れ
る
傾
向
を
示
す
に
至
っ
た
。
土
地
改
良
組
合
が
方
々
に
組
織
さ
れ
、

一
九
二
四
年
に

は
を
の
敷
三
千
六
百
八
十
一
に
越
し
組
合
員
二
十
九
高
七
千
を
算
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
叉
国
民
食
糧
の
不
足

古
い
ふ
大
事
貨
は
政
府
を
駆
b
て
自
ら
土
地
改
良
川
り
事
業
に
指
を
染
め

5
る
を
得
ざ
る
に
至
ら
し
め
、

九

四

年
に
は
束
南
地
方
に
於
げ
る
俄
僅
を
救
ふ
縛
め
に
政
府
は
千
四
百
高
留
を
土
地
改
良
費
に
充
て
る
ニ
ご
に
し
た
。

そ
し

τ其
地
方
の
人
民
は
土
地
改
良
事
業
に
謝
し
て
大
い
な
る
熱
心
を
一
不
し
所
要
抽
労
働
の
凡
司
令
十
分
の
一
に
嘗
る

部
分
は
無
償
じ
て
行
は
れ
る
有
様
を
皐
し
、

そ
の
事
人
民
に
は
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
甚
大
な
る
放
呆
を
及
ぼ

古川
V

る
を
得
な
炉
っ
た
。

総
べ
て
斯
様
な
蚊
況
で
露
西
亜
に
於

τは
今
や
農
地
の
整
理
己
改
良
正
が
行
は
れ
て
居
る
の
に
が
、
此
等
の
事

第
二
十
四
容

=一一四五

第

銃

五
七

論

議

露
回
直
旧
新
組
前
政
錨
と
農
業

." 



論

議

鶴
岡
市
出
自
輔
組
湾
政
策
と
農
議

第
二
十
回
毎

2再

抗

回
大

li. 
J、

怖
を
十
分
に
理
解
す
る
銭
に
は
、
向
ほ
露
西
亜
の
農
地
ご
農
業
経
管
Z
の
構
成
伏
鱒
に
つ
い
て
、
少
し
〈
柳
袋
を

試
む
る
を
要
す
る
o

前
に
も
遮
ぺ
た
や
う
に
一
九
一
七
、
入
年
の
革
命
は
露
西
亜
内
に
於
り
る
農
地
の
分
阻
ご
鹿

業
組
織
ご
に
大
磁
革
を
山
県
三
従
来
の
大
地
主
制
正
大
農
経
畿
と
は
委
を
消
し
、
小
農
民
的
農
業
が
金
健
の
姿
を

線
す
に
至
っ
た
。
試
に
所
説
大
露
西
亜
地
方
に
於
け
る
三
十
二
総
ω
m
m般
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

一
九

O
五
年
に
は

全
農
地
面
積
中
そ
の
七
割
六
分
三
屈
が
自
作
農
地
だ
っ
た
の

rが、
一
九
一
九
年
の
革
命
後
に
は
そ
の
歩
合
は
九

制
六
分
八
一
胆
仁
増
加
し
た
Q

小
露
西
亜
地
方
に
於
り
る
磁
化
は
更
に
著
し
〈
一
九

O
五
年
に
全
農
地
の
五
割
五
分

四
恩
に
過
ぎ
な
か
っ
た
小
農
地
が
一
九
一
九
年
に
は
九
割
五
分
に
及
ん
に
。

こ
の
自
作
小
農
地
以
外
の
僅
か
ば
か

b
な
る
農
地
が
闘
街
地
正
共
産
凶
健

ω共
同
大
経
借
地
ご
農
民
産
業
組
合

(
〉
見
。
-
V
)
正
に
一
脱
す
る
の
で
あ
る
。
小
農
民
の
経
借
戸
数
以
二
千
二
百
高
正
註
き
れ
て
ゐ
る
。

そ
し

τ
一
農
家
の
経
傍
に
属
す
る
耕
地

ω面
積
は
決
し

τ
一
様
な
ら
す
、
叉
地
方
に
依
っ
て
様
子
が
議
つ

τ居

る
が
、
蹴
L
て
小
面
積
を
艇
挫
す
る
者
が
多
数
で
ゐ
る
。
試
仁
一
九
二
四
年
に
於
け
る
耕
純
面
積
の
大
吉
に
依
る

百
分
比
別
表
を
示
せ
ば
弐
の
や
う
な
有
様
だ
っ
花
。

下

グ

オ

ル

ガ

地

方五
七
、
五

九
、
七

ウド
ノJシ

シ及
アナ

モQ地ス
ー凹方カ

ンウ

ク
一地
O 凹ラ、、
大五方イ

組

瞥

岡

部

地

方

モ
ス
ヨ

I
地
方

農
業
中
心
地
以

間

伯

制

誕

播
補
地
な
き
も
の

一
u
a
T
r以
下
世
一
毛

作
地

E
翻
瞥
す
る
も
由

O 四

四六

一
、
六

一一、

o

ニ一、七

一四、一

" 



一ー一一、
O
U
R
-己

ニ、一

l
三
、
0
0

=
一
、
一
凹
、
0
0

回
、
一
六
、
0
0

六
、
一
入
、
0
0

入
、
-
一

o、
0
0

一
o、一
l
一六、
O
ゲ

:、
:
lヒ

-
7

一
以
」

=一

o、凹
二五、
λ

一五、
λ

一一、一一
二、
λ
o、八
。、回
。、
C

-
0
0
、Q

E

一五、六

ニ
ニ
、
凶
一O
、ニ
六、=一
一、一一
O
、二
O
二
O
、O

一O
O
、O

ニ
二
、
六

二
二
、
四

一七、一
一七二一
五、六
一、七
O
、七
C
、九

一0
0
、
o

一Q
O
、。

入、
O
E
、凹
凹、四
五、五
=一、五
一一、一-一
二、=一
一、一一

一一、一
一一、四
一o、六
-
六
、
山
ハ

一一、一一.、
、
L

」

'

J

J

丸、二
回、五

ニ
一
、
。

一九、

o

一三、回

一五、二
七
J

一

=一、入
凹、

o
一、一ニ

一00
、
。

ニ
O
、入
一λ
、六

一四、=一
一E
J
A

プ

ブ

ニ九、
O

一一、一
O
J
I
 

一00
、
。

西
伯
利
政
に
は
比
峻
的
大
量
な
面
積
を
経
替
す
る
者
の
制
合
が
多
ハ
ー
が
、
他
の
諸
地
方
特
に
西
部
地
方
毛
ス
コ

一00
、
。

あ
る
。

ク
地
方
及
農
業
中
心
地
方
に
於

τは
一
乃
至
三
口
立
主

の
縦
鋒
而
積
が
最
も
多
戸
部
分
を
占
め
て
居
る
有
様
で

然
し
こ
れ
は
革
命
の
結
川
市
大

νな
る
卒
均
作
用
の
行
は
れ
た
る
に
困
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
平
均
作
用

の
一
端
を
一
不
す
に
足
る
も
の
は
、

描
日
畑
地
な
き
も
白

。、

-
l
一

一
i
一一

-一ー=一
回

六

U
O』
m

戸
内
を
秘
密
す
る
も
の

" 
。
" 

次
表
で
あ
る
。
郎
ち
白
人
露
西
亜
地
方
に
於
げ
る
百

ω農
家
中

A布

諜

露
間
亜
の
新
総
済
政
策
と
農
業

一
九
一
七
年

一一、五
一O
、三

一凡、四

ニ
λ
、九

一
回
、
ヒ

第
二
十
四
番 一

九
一
九
年

a

、、
a

、

J
J

」'

一入、

o

二
λ

、九

二九、士一

一一一、回凹
一じ

協

盟主

五
九

-， 



E歯

離

露
間
亜
目
新
組
済
政
策
と
良
識

プ

lλ
A
l
一o
-ol一
玉

一
五

l
ニニ

ニ
ニ
以
上

'J 

七
、
四
=一、
λ
=一、・
1

0
、λ

'J " 
。。

。、=一

一O
O
、o

一
九
一
七
年
の
欣
態
仁
比
す
れ
ば
一
九
一
九
年
に
歪
つ
て
は

ニ
ロ
E
』
白
け
の
経
笹
を
錯
す
も
の
E
が
著
し
〈
増
加
し
て
、
四
ロ

&
R
以
上
の
経
畿
を
潟
す
者
が
逆
仁
著
し
〈
滅

旬。

ι白押E
以
下
の
経
径
を
錯
す
も
の
ご
一
乃
至

第
二
十
四
谷

三
回

λ

銀

fIll 

O 

E
、ニ
一一、一一、回

。、一o、o

一0
0
、o

少
し
亡
居
る
o

前
表
に
織
る
も
一
乃
至
ニ
ロ
日
吉
・
の
経
替
を
認
す
者
の
割
合
が
大
部
分
の
地
方
に
在
つ

τは
最

大
の
歩
合
を
占
め

τ居
る
の
ど
併
せ
致
ふ
べ
き
で
あ
る
。
(
未
完
)
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